
近大行くなら

近大　マナビズム
過去問解説2023
テキスト 文系数学



 

出題内容 問題数 配点 理想 時間配分

数学ⅠAⅡB 約5問 30~35点 24~28点 20分

数学ⅠAⅡB 約5問 30~35点 24~28点 20分

数学ⅠAⅡB 約5問 30~35点 24~28点 20分

合計 約15問 100点 80点 60分

　近大文系数学の特徴と対策(概要)

　全体像の把握が合否の鍵を握る。

全体像

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ 

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

配点の割合

30~35点

16点

26点

近大文系数学の学習優先度 トップ３

微分・積分 

場合の数・確率 

単元融合問題（過去問演習） 

30~35点

30~35点



 オススメ参考書

入門問題精講IA・IIBオススメ 
1

[目標習得期間] 2ヶ月 
[学習のポイント] 
①重要事項を覚える 
②丸暗記はNG 
③例題は即座に解けるように

マーク式基礎問題集IA・IIB オススメ 
2

短期攻略 共通テスト 実践編IA・IIB オススメ 
3

[目標習得期間] 2～3ヶ月 
[学習のポイント] 
①解答の方針の言語化 
②インプットに抜けがないかの確認 
③問題の誘導を意識

[目標習得期間] 2～3か月 
[学習のポイント] 
①制限時間を意識 
②★と★★→★★★の順に取り組む 
③解説をすぐに見ずに考え抜く
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解答一覧

問題番号
解答 
番号

正解 問題番号
解答 
番号

正解

Ⅰ

1 1

Ⅱ

29 1

2 2 30 7

3 1 31 1

4 2 32 1

5 1 33 7

6 2 34 2

7 2 35 2

8 3

Ⅲ

36 1

9 4 37 4

10 4 38 1

11 4 39 9

12 2 40 1

13 5 41 5

14 1 42 4

15 2 43 1

16 4 44 8

17 2 45 1

Ⅱ

18 6 46 7

19 6 47 3

20 1 48 6

21 8 49 4

22 5 50 8

23 0 51 3

24 1 52 1

25 2 53 8

26 9 54 6

27 3 55 4

28 2



無料受験相談
申込受付中

北千里校
堺東校
枚方校
天王寺校
大阪梅田校

上本町校
高槻校
豊中校
茨木校

大阪府
西宮北口校
神戸三宮校
姫路校

兵庫県 京都府
四条烏丸校 

滋賀県
草津校

オンラインコース

名古屋駅前校
豊田校

兵庫県

校舎一覧

近大行くなら


